
まちづくりワークショップ(高校生)について                    

（１）概要 

山田高校２年生（参加者 24 人）を対象に、２つのテーマに基づいてＫＪ法を用

い、それぞれの意見を付箋に記入し、模造紙に貼りながら話し合っていただいたも

の。 

 

（２）主な意見 ※●はテーマ。 

● 2050 年の山田町はどうなっているか？ 

 ＜減るもの＞ 

人口、子ども、環境整備の担い手、祭り参加者、観光客、漁師、魚、病院、お店、 

森、保育園、小学校、中学校、高校、車 

 ＜増えるもの＞ 

海洋ゴミ、空き家、空き地 

 ＜その他＞ 

・環境整備をする人がいなくなり、山田町が汚くなる 

・宮古市と合併し、山田町がなくなっている 

・公共サービスが利用しにくくなる 

・交通の便が悪くなり、バスが走らなくなる 

・遊べるところが無いなど、子育て環境が良くない 

・海面水位上昇 

・車が空を飛ぶ 

・気温上昇 

・AI の普及 

 

● 未来から現在へのメッセージ 

・就職先の選択肢を増やしてほしい 

・学生に対しての町の取組を増やしてほしい 

・環境にもっと気をつかってほしい 

・自然を大切に住みやすい町にしてほしい 

・環境整備ちゃんとしてくれたらよかったのに！ 

・今の時点で合併できる所はして、無駄な支出を減らしてほしかった 

 

 

 


